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輸出する際の注意事項 

 

 本製品(ソフトウェア)は、外国為替及び外国貿

易法で規制される規制貨物(または役務)に該当す

ることがあります。 
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政府の輸出許可が必要です。 

 なお、輸出許可申請手続にあたり資料等が必要

な場合には、お買い上げの販売店またはお近くの

当社営業拠点にご相談下さい。 
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はしがき 

本書は、業務システムの構築を支援する DIOSA/XTP データ変換・通信オプション製品群の利用の手引です。 

本書の読者としては、業務アプリケーション開発を担当し、OS、TPBASE、TAM、Oracle、その他関連 PPの使用法を

一通り心得ているシステム技術者を想定しています。 

 

                                                                                     2019 年 11月 初版 
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 DIOSA/XTP APIリファレンス 

 DIOSA/XTP コマンドリファレンス 
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第1章 概要 

1.1 目的と特徴 

1.1.1 目的 

社会インフラの重要性が増す中、大規模アプリケーションシステムにおいても、高信頼、高性能、高運用・高

稼動性、そしてアプリケーション開発の高生産性・即応性への要求が益々高まっています。 

本製品は、これらの要件を満足するべく、以下の機能を提供します。 

 データベースサーバ障害時でもオンライン業務の継続が必要となるシステムの開発を支援する超高可用

性を実現したデータベース制御機能 

 フロントシステム／バックアップシステム構成で多重化しているシステムの、業務システム継続性を向上

させるためのデータ同期／移行機能 

 

1.1.2 特徴 

システム構築における開発作業の効率化と維持管理の簡易化や共通化を可能とするデータベース制御機能を提供

します。 

 

1.1.3 データ同期制御 

データ同期制御は、ユーザアプリケーションが更新したユーザデータと同期したデータを、同一システム上、

他システム上に保持するための機能です。 

 

データ同期制御は以下の特徴があります。 

 ユーザアプリケーション処理と同一のトランザクションでは、更新内容の保存のみをおこない、それ以降の

データ同期処理は、即時実行される非同期処理でおこなうため、リアルタイムトランザクションへの影響を

抑えることが可能です。 

 保存した更新内容は、トランザクションの原子性や順序性を保持して確実に処理されることが保証されるた

め、データ同期対象システムの運用状態などを意識する必要がありません。 

 IM 表の同期データを、別システムの IM 表として保持するといった、単純なレプリケーションだけでなく、

IM表と同期した DB表を同一システム上、別システム上に保持するような形態も可能です。 

 IM の更新内容については、DB アクセス制御機能と連携して自動的に出力するため、ユーザアプリケーショ

ンは、データ同期のための特別な処理をおこなう必要がありません。 

 更新内容は、データ圧縮、データ分割されるため、同期処理中のリソースの消費を抑えることができます。 
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1.2 諸概念 

1.2.1 データ同期制御 

データ同期制御には、以下の共通概念があります。 

 

(1) 更新ログ 

更新ログは、フロントシステムにおける IM/DBの 1更新の更新内容を保持するデータです。 

Cアプリケーションが、DBアクセス制御機能を利用して IMを更新した場合、DBアクセス制御機能によっ

て、更新ログが自動的に生成されます。 

 

(2) ログデータ 

1 トランザクションで発生した更新ログは、1 つのデータにまとめられて DIOSA/XTP データストアが管理

している、IM/DB上のプールファイル(データストアの制御表)に格納されます。この、まとめられたデータ

のことを、ログデータと呼びます。通常 1トランザクションで、1ログデータが発生します。DBアクセス制

御機能を利用して IMを更新した場合、ログデータの生成、格納は自動的に実行されます。 

 

図 1.2-1 更新ログとログデータ 

 

(3) ストリーム(スーパーストリーム) 

ストリームとは、DIOSA/XTP データストアの概念で、ログデータをシーケンシャルに処理する単位です。

同一ストリームに発生したログデータは、発生順に転送、処理されることが保証されます。 

データストアによるログデータの送受信、更新ログの反映処理はストリーム単位に並列処理されるため、

ストリーム数を増やすほど更新ログ反映処理の性能が向上します。 

ただし、異なるストリームに発生した更新ログ間の処理順序は保証されないため、更新ログを複数のスト

リームに分散させて処理する際には注意が必要です。 

なお、データストアのリファレンスなどで、スーパーストリームという記述がありますが、ストリームと

同一の概念です。 

IM/DB 

プールファイル 

ログデータ 

更新ログ 1 

更新ログ 2 

更新ログ 3 

AP(1トランザクション) 

ユーザ表 1 

ユーザ表 2 

更新 2 

更新 3 

更新 1 

トランザクション 

終了処理 
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図 1.2-2 ストリーム 

 

1.2.2 オンライン中メンテナンス 

オンライン中メンテナンス機能には、以下の概念があります。 

 

(1) 運用情報 

MAP毎の TAM再配置(データベース構成変更を行うための手順)の実行状態を管理する情報を運用情報と呼

びます。 

 

運用情報には以下の 2つの要素があります。 

・ 運用モード 

・ MAP構成変更状態 

 

運用モードは、TAM再配置の進捗状態を把握するための状態です。以下の 5つの状態があります。 

運用モード 説明 

IMアクセスモード 通常の運用を行っている状態です。 

IM→DB移行状態 IMアクセスモードから DBアクセスモードに切り替える途中の状態です。 

DBアクセスモード TAM のメンテナンスを行う状態です。 

DB→IM移行状態 DBアクセスモードから IMアクセスモードに戻す途中の状態です。 

未使用状態 MAP の追加直後/削除した後の状態です。 

 

MAP構成変更状態は MAPの構成を変更する TAM再配置手順を実施中かを表します。 

MAPの構成を変更する TAM再配置手順を実施中は全データ削除（TRUNCATE）を行えないため、この状態に

より全データ削除の実行可否を制御します。 

・ 通常 ：TAM再配置を行っていない、または MAPの構成を変更しない TAM再配置中の状態 

・ 構成変更中：MAPの構成を変更する TAM再配置中の状態 

 

(2) ユーザカレントデータ群 

ユーザカレントデータ群は DIOSA/XTP が管理する論理表のうち、利用者が DB アクセス制御機能を利用し

てデータアクセスするものを指します。TAM再配置機能、セーブロード機能は、ユーザカレントデータ群を

処理の対象とします。 

 

 ログデータ ストリーム1    

AP/OLTPノード 

AP/OLTPノード 

 ログデータ ストリーム2    

 ログデータ ストリーム3    

プール 
ファイル1 

プール 
ファイル2 

プール 
ファイル3 
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論理表をユーザカレントデータ群とするには、以下の定義を行う必要があります。 

・ メモリキャッシュ機能の環境定義 IMTABLECONF節に、論理表を「表種別=1～9」(利用者が使用する論

理表)として定義する。 

・ DBアクセス制御機能の環境定義 DACENV節に、論理表を定義する。 

 

(3) データ変換・通信オプション制御情報群 

データ変換・通信オプション制御情報群は DIOSA/XTP が管理する論理表のうち、DB アクセス制御機能の

制御表を指します。TAM再配置機能、セーブロード機能は、データ変換・通信オプション制御情報群を処理

の対象とします。 
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第2章 機能 

2.1 DB アクセス制御 

DB アクセス制御機能では、以下の機能を提供します。 

 

(1) DBアクセス API 

DB アクセス API は、C アプリケーションが IM のデータにアクセスするための API 群です。DB アクセス

APIは、DIOSA/XTP メモリキャッシュを利用して IMにアクセスします。 

また、DB アクセス API は、DB アクセス API を利用したデータ更新内容を記録した更新ログを生成し、ユ

ーザデータと同じトランザクションでデータベースに登録します。登録された更新ログは、データ同期制御

によって IM-DBデータ同期やセンタ間データ同期に利用されます。これにより、IM-DBデータ同期、センタ

間データ同期におけるトランザクションの原子性を担保します。 

 

(2) ユーザデータ状態管理 API 

ユーザデータ状態管理 API は、IM 上に存在すべきデータのメインキーの一覧をアプリケーションが管理

するための API群です。ユーザデータ状態管理 APIで登録したメインキーの一覧は、TAMロード機能によっ

て DBから IMにデータをロードする時に利用されます。 

ユーザデータ状態管理 API の使い方によって、データの登録から削除まで IM と DB のデータを同期した

り、データ登録後、高速アクセスが必要な間だけ IM にデータを置き、高速アクセスが不要になったらその

データを IM 上から削除して DB 上にだけ残したりといったデータのライフサイクルに幅を持たせることが

できます。 
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2.2 データ同期制御 

2.2.1 データ同期機能 

データ同期制御では、2つのデータ同期機能を提供します。 

 

(1) IM-DBデータ同期制御 

IM に対する更新内容を保存し、非同期のトランザクションで DB に対しても同じ更新をおこなうことで、

DB上のユーザデータを IMのユーザデータと同期させます。DBに対する更新は環境定義で定義し、定義によ

って IM 表と 1:1 に対応した DB 表更新だけでなく、異なる表へのアクセスなどを実行させることも可能で

す。 

 

(2) センタ間データ同期制御 

フロントシステムでのデータベース更新内容(IM/DB)をバックアップシステムに転送/反映することで、非

活性状態のバックアップシステムのデータをフロントシステムと同期させます。 

 

 

図 2.2-1  データ同期制御 

 

2.2.2 更新状況同期機能 

セーブロード機能で、IM や DB のユーザデータを他システム上のデータなどから構築した場合、同期対象のシ

ステムと DIOSA/XTP データストアの処理状態を同期させないと、データ同期制御を継続して実施することができ

ません。 

データ同期制御では、同期をおこなうためのコマンドを提供します。 

バックアップシステム 

APサーバ 

DBサーバ 

OLTP サーバ 

フロントシステム 

AP サーバ 

DB サーバ 

OLTP サーバ 
ユーザ AP 

ユーザ AP 

DB 

IM 

 

 

データ更新 

データ更新 

IM-DB 

データ同期制御 

ユーザ AP 

ユーザ AP 

DB 

IM 

フロントシステムと同期した

ユーザデータをバックアップ

システム上に保持 

センタ間データ同期制御 

センタ間データ同期制御 

IMと同期した DB表をフロン

トシステム上に保持 
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2.2.3 更新ログ出力抑止機能 

バックアップシステム障害などで、データ同期処理をおこなえない状態が長時間続くと、更新ログが蓄積され、

格納用の領域を使い切ってしまう場合があります。 

このような状況では、更新ログを新規に出力することはできないため、データ同期制御は中断しますが、オン

ラインアプリケーションは処理を継続することができます。 

データ同期制御では、更新ログを出力できない状態になると、自動的に更新ログの出力を抑止するモードに移

行します。データ同期可能な状態に復旧し、セーブロード機能で、データ同期対象のデータを復旧させたら、更

新ログ出力抑止を解除するコマンドを実行することで、再び更新ログが出力される状態になります。 

出力抑止については、コマンドで強制的に抑止状態にすることも可能です。ストリームを指定して出力抑止状

態にすることで、該当ストリームに対してのみ、更新ログが出力されない状態となります。 

 

2.2.4 更新ログ照会機能 

更新ログのスーパーストリームや通番を指定して、更新ログの内容を表示する機能です。 

データ同期でエラーが発生した場合などに、更新ログのキーや更新内容の概要を知ることができます。 
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2.3 オンライン中メンテナンス 

オンライン中メンテナンスでは、オンライン中(※1)の障害復旧やデータベース構成変更を行うための以下の 3 つ

の機能を提供します。一部の機能は、オフライン中にも使用することができます。 

 

 オンライン中 DBリカバリ支援機能 

 TAM再配置機能 

 セーブロード機能 

 

(※1) 業務運用中の状態をオンライン中と呼び、業務を停止した状態をオフライン中と呼びます。 

 

2.3.1 オンライン中 DB リカバリ支援機能 

PostgreSQLのオンライン中 DBリカバリ支援機能は未提供です。 

 

オンライン中 DB リカバリ支援機能は DB 障害、及びシステム障害が発生した場合に復旧を行うためのオンライ

ン中 DBリカバリ手順を提供します。 

 

(1) オンライン中 DBリカバリ手順 

オンライン中 DBリカバリ手順は、DB障害復旧手順とプールファイル障害復旧手順、システム障害復旧手

順を提供します。この手順に従って復旧することで、フロントシステム障害以外の場合は、フロントシステ

ムでの業務を停止することなく継続運転したままの状態で障害を復旧することができます。フロントシステ

ム障害の場合は、短時間でフロントシステムでの業務を開始できます。 

 

（a） DB障害復旧 

DB障害発生後の DB上のユーザデータを復旧する手順です。DB障害後、データストア ログデータ実行制

御（ログリーダ）による更新ログの DB反映（非同期更新）が停止しているため、更新ログを格納する IMの

プールファイル(※1)に更新ログが蓄積し続けます。このプールファイルの状態に応じて、以下 2パターン

から実施する復旧手順を選択します。 

復旧パターン 
障害発生時の 

更新ログ有無 

プールファイルのオーバー

フロー（※2） 

X1.プールファイルの更新ログが失われていない 
残っている 

オーバーフローしていない 

X2.プールファイルの更新ログが失われている 
オーバーフローしている 

残っていない オーバーフローしていない 

(※1) プールファイルについては「データストア 利用の手引」を参照してください。 

(※2) ログリーダを無効化しないまま全てのスタックファイルが満杯になるとプールファイル障害（オ

ーバーフロー）となり、更新ログの出力が停止します。 

 

以下に、各復旧パターンの概略を記載します。 

(X1) プールファイルの更新ログが失われていない 

 DBの復旧後、プールファイルに蓄積された更新ログを DBに反映することで 

 ユーザデータを復旧します。 
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(X2) プールファイルの更新ログが失われている 

 DBの復旧後、IMのユーザデータを DBにセーブすることでユーザデータを 

 復旧します。プールファイルがオーバーフローしている場合はフロント以外の拠点のユー 

 ザデータの復旧も必要となります。 

 

（b） プールファイル障害復旧 

プールファイルがオーバーフローした際の復旧手順です。プールファイルのオーバーフローは、DB障害

や通信パス障害等により更新ログが蓄積し続けることで発生します。この場合は、プールファイルの状態

により、以下 4パターンから実施する復旧手順を選択します。 

復旧パターン 障害発生拠点 
プールファイ

ルの場所 

転送元拠点の 

更新ログ有無(※1) 

X3. IMのプールファイルがオーバーフローして

いる場合 
フロントシステム 

IM 
転送元拠点は存在

しない X4. DBのプールファイルがオーバーフローして

いる場合 
DB 

レプリケーションの再開 
フロントシステム

以外 

IMまたは 

DB 

残っている 

システム障害復旧 

（H. 障害先切り離し、I. 第三拠点切り離し） 
残っていない 

(※1) オーバーフローしたプールファイルの最も新しい更新ログが転送元となる拠点のプールファイル

に残っている場合、転送元拠点から転送を再開することでセンタ間データ同期を再開することができます。 

 

以下に、各復旧パターンの概略を記載します。 

(X3) IMのプールファイルがオーバーフローしている場合 

 転送先拠点を切り離した後、オーバーフローを解消し、プールファイルに蓄積された更新ログを 

 DBに反映することでユーザデータを復旧します。 

 

(X4) DBのプールファイルがオーバーフローしている場合 

 転送先拠点を切り離した後、オーバーフローを解消することで復旧ができます。 

 

レプリケーションの再開 

 オーバーフローの解消後、転送元拠点に更新ログが残っている場合にはレプリケーションを再開 

 することで拠点間のデータ同期を再開します。 

 

システム障害復旧 

 オーバーフローの解消後、転送元拠点に更新ログが残っていない場合はオーバーフローが発生し 

 た拠点をシステム障害として拠点の切り離しを行います。切り離しの手順は後述する「システム 

 障害復旧」を参照してください。 
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レプリケーションの再開以外の復旧を行った場合、プールファイル障害復旧だけでなく、切り離した拠

点の復旧も必要となります。この場合の復旧手順は後述する「システム障害復旧」を参照してください。 

 

（c） システム障害復旧 

システム障害復旧手順のシステム構成は、下記のシステム構成モデルをベースに手順化しています。 

＜システム構成モデル＞ 

  

第一拠点：フロントシステム 第二拠点：バックアップシステム 

DB 

ＡＰ層 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 ＯＬＴＰ層 

IM IM IM IM IM IM 

第三拠点(※1) 

センタ間データ同期制御 

センタ間データ同期制御 

DB 

DB 

災対センタ(※2) 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

(※1) 第三拠点はセンタ間データ同期制御を通してデータのバックアップを行う DB と、災害時など

のフロントシステム、バックアップシステムの障害に備える災対センタから構成されます。 

 

(※2) 通常時の災対センタは非稼動状態ですが、第三拠点(DB)のログデータ実行制御機能により災対

センタの DBへのデータ同期が行われ、最新の状態が保たれます。 

ＡＰ層 

センタ間データ同期制御 
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システム障害復旧手順は、以下の 2段階に分けてシステムを復旧します。 

(ⅰ)安定状態化：障害状態から安定状態への復旧 

(ⅱ)通常状態化（完全復旧）：安定状態から通常状態への復旧 

※安定状態とは、フロントシステムで業務が継続運転できる状態。 

障害発生から通常状態に戻す復旧の流れ(イメージ)を以下に示します。 

＜復旧の流れ＞ 

 

  

通常状態 
第二拠点：バックアップシステム 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

  第三拠点 

IM IM IM 

第一拠点：フロントシステム 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

ORACLE 

第二拠点：障害発生中 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

第一拠点：フロントシステム 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

障害発生 

障害発生 

障害 

安定状態 
第二拠点：障害発生中 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

第一拠点：フロントシステム 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

通常状態 

障害 

センタ間データ同期制御が転送している状態 

センタ間データ同期制御が転送できてない状態 

DB 

DB 

ＡＰ層 

災対センタ：停止 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

DIOSA/XTP 

停止中 

  第三拠点 

DB 

DB 

ＡＰ層 

災対センタ：停止 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

DIOSA/XTP 

停止中 

  第三拠点 

DB 

DB 

ＡＰ層 

災対センタ：バックアップ 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

(ⅰ)安定状態化 

第二拠点：バックアップシステム 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

  第三拠点 

IM IM IM 

第一拠点：フロントシステム 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

DB 

DB 

ＡＰ層 

災対センタ：停止 

DB 

ＡＰ層 

ＯＬＴＰ層 

IM IM IM 

DIOSA/XTP 

停止中 

(ⅱ)通常状態化 
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安定状態化と通常状態化の各復旧パターンの一覧を以下に示します。各復旧パターンの手順の実施内容、

処理の詳細については「データ変換・通信オプション 導入の手引」を参照してください。 

 

(i) 安定状態化復旧パターン 

障害が発生しているシステムの組合せにより、以下 9パターンから実施する復旧手順を選択します。 

復旧パターン 

障害発生時 安定状態 

第一拠点 第二拠点 
第三拠点 

第一拠点 第二拠点 
第三拠点 

DB 災対 DB 災対 

A 
災対センタにバックアップ 

構築(DB正常時) 
フロント × ○ 停止 フロント × ○ バック 

B 
災対センタにバックアップ 

構築(DB障害時) 
フロント × × 停止 フロント × × バック 

C フロント-DB間転送開始 フロント × ○ × フロント × ○ × 

D バックアップ切替 × バック ○ 停止 × フロント ○ 停止 

E 
災対センタにフロント構築 

(DB 正常時) 
× × ○ 停止 × × ○ フロント 

F 
災対センタにフロント構築 

(DB 障害時) 
× × × 停止 × × × フロント 

G DB からのフロント構築 × × ○ × フロント × ○ × 

H 障害先切り離し フロント × × × フロント × × × 

I 第三拠点切り離し フロント バック × 停止 フロント バック × × 

 

＜表の見方＞ 

フロント：フロントシステムとして動作中 

バック ：バックアップシステムとして動作中 

停止  ：災対センタの DIOSA/XTP を停止し、DB－災対センタの DB 間でレプリケーションされている

（DBから災対センタの DBにアクセスできる）状態 

○   ：正常動作中 

×   ：システム障害発生中 

網掛け ：安定状態化により状態が変更した箇所 

 

以下に、各復旧パターンの概略を記載します。 

(A) 災対センタにバックアップ構築(DB正常時) 

 バックアップシステムがシステム障害となった場合、第三拠点(災対センタ)にバックアップ 

 システム環境を構築します。 

(B) 災対センタにバックアップ構築(DB障害時) 

 バックアップシステム、第三拠点(DB)がシステム障害となった場合、第三拠点(災対センタ)に 

 バックアップシステム環境を構築します。 

 

(C) フロント-DB間転送開始 
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 バックアップシステム、第三拠点(災対センタ)がシステム障害となった場合、フロントから 

 第三拠点(DB)へ直接更新データを転送する環境を構築します。 

(D) バックアップ切替 

 フロントシステムがシステム障害となった場合、バックアップシステムをフロントシステムに 

 切り替えます。 

(E) 災対センタにフロント構築(DB 正常時) 

 フロントシステム、バックアップシステムがシステム障害となった場合、第三拠点(災対センタ) 

  にフロントシステム環境を構築します。 

(F) 災対センタにフロント構築(DB 障害時) 

 フロントシステム、バックアップシステム、第三拠点(DB)がシステム障害となった場合、第三 

 拠点(災対センタ) にフロントシステム環境を構築します。 

(G) DBからのフロント構築 

 第三拠点(DB)以外の全ての論理システムがシステム障害となった場合、第三拠点(DB)で管理する 

 データを元にフロントシステムを構築します。 

(H) 障害先切り離し 

 フロントシステム以外の全ての論理システムがシステム障害となった場合、障害となっている 

 論理システムを切り離します。 

(I) 第三拠点切り離し 

 第三拠点(DB)が障害となった場合、第三拠点(災対センタ)を切り離します。 
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(ii) 通常状態化（完全復旧）復旧パターン 

安定状態での論理システムの状態の組合せにより以下 8パターンから実施する復旧手順を選択します。複

数の論理システムが障害となっている場合には全ての論理システムが正常動作している状態になるまで各

復旧パターンの手順を実施します。 

復旧パターン 

安定状態 復旧後 

第一拠点 第二拠点 
第三拠点 

第一拠点 第二拠点 
第三拠点 

DB 災対 DB 災対 

a 

災対センタにバックアップ

構築 

(フロント-DB間転送時) 

フロント × ○ 停止 フロント × ○ バック 

b 
DB からのバックアップ構築

(災対センタ正常時) 
フロント × ○ 停止 フロント バック ○ 停止 

c 
DB からのバックアップ構築

(災対センタ障害時) 
フロント × ○ × フロント バック ○ × 

d 

DB からのバックアップ構築

(災対がバックアップとして

稼動時) 

フロント × ○ バック フロント バック ○ 停止 

e 
フロントシステムからのバ

ックアップ構築 
フロント × × × フロント バック × × 

f 災対センタ構築 フロント バック ○ × フロント バック ○ 停止 

g DB 構築 フロント バック × × フロント バック ○ × 

h 計画切替 バック フロント ○ 停止 フロント バック ○ 停止 

＜表の見方＞ 

フロント：フロントシステムとして動作中 

バック ：バックアップシステムとして動作中 

停止  ：災対センタの DIOSA/XTP を停止し、DB－災対センタの DB 間でレプリケーションされている

（DBから災対センタの DBにアクセスできる）状態 

○   ：正常動作中 

×   ：システム障害発生中 

網掛け ：安定状態化により状態が変更した箇所 

 

以下に、各復旧パターンの概略を記載します。 

 

(a) 災対センタにバックアップ構築(フロント-DB 間転送時) 

 バックアップシステムが停止していてフロントから第三拠点(DB)に更新データの転送を行って 

 いる状態の場合、第三拠点(災対センタ)にバックアップ環境を構築します。 

(b) DBからのバックアップ構築(災対センタ正常時) 

 バックアップシステムが停止していてフロントから第三拠点(DB)に更新データの転送を行って 

 いる状態の場合、第三拠点(DB)からシステム障害拠点にデータを転送してバックアップ環境を 

 構築します。 

(c) DBからのバックアップ構築(災対センタ障害時) 
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 バックアップシステム、第三拠点(災対センタ) が停止していてフロントから第三拠点(DB)に更 

 新データの転送を行っている状態の場合、第三拠点(DB)からシステム障害拠点にデータを転送 

 してバックアップ環境を構築します。 

(d) DBからのバックアップ構築(災対センタがバックアップとして稼動時) 

 第三拠点(災対センタ)がバックアップシステムとして起動している場合、第三拠点(DB)からシス 

 テム障害拠点にデータを転送してバックアップ環境を構築し、第三拠点(災対センタ)に代わって 

 バックアップシステムとして使用します。 

(e) フロントシステムからのバックアップ構築 

 フロントシステム以外の論理システムが停止している場合、フロントシステムからシステム障害 

 拠点にデータを転送してバックアップ環境を構築します。 

(f) 災対センタ構築 

 第三拠点(災対センタ)が停止している場合、第三拠点(DB)からデータを転送して第三拠点(災対 

 センタ)環境を構築します。 

(g) DB構築 

 第三拠点(DB)、第三拠点(災対センタ)が停止している場合、バックアップシステムから第三拠点 

 (DB) にデータを転送して第三拠点(DB)環境を構築します。 

(h) 計画切替 

 完全復旧後にフロントシステムとバックアップシステムを入れ替えたい場合、またはデータベー 

 ス構成変更での計画切替を利用した TAM再配置で、フロントシステムとバックアップシステムを 

 入れ替える場合に実施します。 
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2.3.2 TAM 再配置機能 

TAM 再配置機能はデータベース構成変更を行うための TAM 再配置手順と、その実現のために必要となる各機能

を提供します。 

 

(1) TAM再配置手順 

データベース構成変更を行うための TAM再配置手順を提供します。この TAM再配置手順に従ってデータベ

ース構成変更をすることで、システムを停止することなく継続運転したままデータベース構成を変更するこ

とができます。また、ユーザアプリケーションは TAM 再配置実行中も、データベース構成変更を意識するこ

となくデータアクセスを継続することができます。 

 

（a） TAM再配置で取り扱うデータベース構成変更 

TAM再配置で扱うデータベース構成変更は、MAPのデータ構成を変更するパターン(MAP構成変更)と、TAM

（IM表、TAMインスタンス）を変更するパターン(TAM メンテナンス)の大きく 2つに分類されます。 

TAM再配置で取り扱うデータベース構成変更とその用途について以下に示します。 

分類 構成変更パターン 用途 

MAP構成変更 

(ⅰ) MAPの追加／削除 

・データアクセスの性能問題があり、スケールアウトに

よる性能改善が必要となった場合 

・１つの MAP にデータ量の偏りが発生し、データ配置

の変更による均一化が必要となった場合 

(ⅱ) レプリケーショングループの 

追加／削除(※1) 

(ⅲ) OLTPノードの追加／削除 

(※2) (※3)  

(ⅳ) ハッシュ値更新 
・一部のハッシュ値にデータ量の偏りが発生し、データ

配置の変更による均一化が必要となった場合 

(ⅴ) ハッシュ値追加 
・業務変更によりハッシュ値の算出規則が追加され、ハ

ッシュ関数の置換が必要となった場合 

TAMメンテナンス 

(ⅵ) 論理表定義変更 

・業務変更により論理表のレコード項目の領域長変更

やレコード項目、インデックスの追加／削除が必要に

なった場合 

(ⅶ) 論理表追加／削除 

・業務変更により論理表の追加／削除が必要になった

場合 

(ⅷ) 容量サイズ変更 

・TAM インスタンスのメモリ不足が発生し、TAMインス

タンスの容量サイズを拡張が必要となった場合 

(※1) レプリケーショングループを追加すると TAMインスタンスが追加されるため、MAP を追加する 

場合と比べてより多くのメモリ資源が必要となります。 

(※2) OLTPノードを追加する場合はサーバの追加が必要となります。 

(※3) ローリングアップデートによって実施します。 
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(注意) 

MAP構成変更の TAM再配置中に全データ削除（TRUNCATE）を行うことはできません。 

MAP構成変更の TAM再配置中に全データ削除を行うと、バックアップ拠点のデータストア ログデータ実

行制御（ログリーダ）が異常停止します。この場合は TAM再配置前の環境に戻してログリーダが TRUNCATE

の更新ログを処理した後、再度 TAM再配置を行う必要があります。 

 

以下に TAM 再配置手順で取り扱うデータベース構成変更の概要を記載します。各データベース構成変更

の処理の詳細については「データ変換・通信オプション 導入の手引」を参照してください。 

 

 

(i) MAPの追加／削除 

 MAPを追加／削除し、各 MAP に割り当てられたハッシュ値を変更することで、データ配置が変更されま

す。 

以下に MAPの追加／削除のイメージ図を記載します。 

 

  

MAP追加(分割) 

 追加は、MAPに割り当てているハッシュ値を2つのMAPに分割することで実現する。 

 追加するMAPは元のMAPと同一のレプリケーショングループ、または別のレプリケーショングループのMAPに分割する。 

 MAPの追加によりレプリケーショングループも追加する場合には、「レプリケーショングループ追加／削除」を実施する。 

  

TAM 

物理表 

REP#1 

REPG 

1～100 MAP#10 

ハッシュ値 MAP 
  

TAM 

物理表 

TAM 

物理表 

REP#1 

REP#1 

REPG 

1～50 MAP#10 

51～100 MAP#11 

ハッシュ値 MAP 

MAP削除(統合) 

 削除は、複数のMAPに割り当てているハッシュ値を1つのMAPに統合することで実現する。 

 統合先のMAPは削除MAPと同一のレプリケーショングループ、または別のレプリケーショングループのMAPに統合する。 

 MAPの削除によりレプリケーショングループも削除する場合には、「レプリケーショングループ追加／削除」を実施する。 

ア
ク
セ
ス 

サ
ー
バ 

ア
ク
セ
ス 

サ
ー
バ アクセス 

スレッド 

アクセス 
スレッド 

アクセス 
スレッド 

REPG#1 

REPG#1 

MAP#10 

MAP#10 

MAP#11 

 分割 

 分割 

AP層 
AP層 

OLTP層 OLTP層 

  

TAM 

物理表 

TAM 

物理表 

REP#1 

REP#1 

REPG 

1～50 MAP#10 

51～100 MAP#11 

ハッシュ値 MAP 

ア
ク
セ
ス 

サ
ー
バ アクセス 

スレッド 

アクセス 
スレッド 

REPG#1 

MAP#10 

MAP#11 

AP層 
OLTP層 

  

TAM 

物理表 

REP#1 

REPG 

1～100 MAP#10 

ハッシュ値 MAP 

ア
ク
セ
ス 

サ
ー
バ アクセス 

スレッド 

REPG#1 

MAP#10 

AP層 OLTP層 

 統合 
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(ii) レプリケーショングループの追加／削除 

レプリケーショングループを追加／削除し、各 MAP に割り当てられたハッシュ値を変更することで、デ

ータ配置が変更されます。 

以下にレプリケーショングループの追加／削除のイメージ図を記載します。 
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スレッド 

TAM 

物理表 

OLTP層 AP層 

MAP#10 

REP#1 
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サ
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REPG 
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ハッシュ値 MAP 

REPG#1 

REPG#2 

アクセス 
スレッド 

ア
ク
セ
ス 

サ
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バ 

ア
ク
セ
ス 

サ
ー
バ アクセス 

スレッド 

TAM 

物理表 

TAM 

物理表 

レプリケーショングループ(REPG)追加(分割) 

 追加は、MAPに割り当てているハッシュ値を、2つのMAPに分割することで実現する。 

 分割 

 分割 

レプリケーショングループ削除(統合) 

 削除は、2つのMAPに割り当てているハッシュ値を、1つのMAPに統合することで実現する。 

  

OLTP層 AP層 

MAP#10 

MAP#11 

REP#2 

REP#1 

REPG 

1～50 MAP#10 
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ハッシュ値 MAP 
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スレッド 

ア
ク
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ス 
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物理表 

TAM 

物理表 
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MAP#10 

REP#1 

REPG 

1～100 MAP#10 

ハッシュ値 MAP 

ア
ク
セ
ス 

サ
ー
バ 

REPG#1 

 統合 
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(iii) OLTPノードの追加／削除 

ローリングアップデートで実施します。 

 

(iv) ハッシュ値更新 

ハッシュ関数を含むライブラリの置換を行い、DBのデータのハッシュ値を更新することで、データ配置

が変更されます。 

以下にハッシュ値更新のイメージ図を記載します。 

 

 

(v) ハッシュ値追加 

既存のメインキーとハッシュ値の対応は変更せず、新しいメインキーとハッシュ値の対応を追加します。 

追加したハッシュ値は、既存の MAP に割り当てることも、MAP やレプリケーショングループを追加し、

新しい MAPに割り当てることもできます。 

以下にハッシュ値追加のイメージ図を記載します。 

 

  

MKEY00001 
MKEY10000 
MKEY20000 

メインキー ハッシュ値 

001 
100 
200 

MKEY00001 
MKEY10000 
MKEY20000 

メインキー ハッシュ値 

100 
010 
020 

ハッシュ値更新 

 メインキーとハッシュ値の対応を変更する場合、ハッシュ関数を置換する。(データ配置も変更される) 

 
ハッシュ関数を 

置換 

ハ
ッ
シ
ュ
関
数 

ハ
ッ
シ
ュ
関
数 

MKEY00001 
MKEY10000 
MKEY20000 

メインキー ハッシュ値 

001 
100 
200 

MKEY00001 
MKEY10000 
MKEY20000 
MKEY30000 

メインキー ハッシュ値 

001 
100 
200 
300 

ハッシュ値追加 

 既存のメインキーとハッシュ値の対応は変更せず、新しいメインキーとハッシュ値の対応を追加する場合、

ハッシュ関数を置換する。 

 
ハッシュ関数を 

置換 

ハ
ッ
シ
ュ
関
数 

ハ
ッ
シ
ュ
関
数 

REPG 
REP#1 
REP#2 

ハッシュ値 
MAP#1 
MAP#2 

1～100 
101～200 

MAP REPG 
REP#1 

REP#2 

ハッシュ値 
MAP#1 

MAP#2 

1～100 

101～200 

MAP 

201～300 

301～400 REP#3 MAP#3 

既存MAPに割り当て 

新規MAPに割り当て 
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(vi) 論理表定義変更 

IM と DB それぞれの定義変更をすることで、レコード項目の追加／削除やレコード項目の領域長変更、

インデックス追加を行います。レコード項目の追加と削除を同時に行う場合、ユーザアプリケーションは

DBアクセス制御の環境定義 DACENV節 TABLESET項のリビジョン番号を意識したデータアクセスを行う必要

があります。 

論理表定義変更は既存データへの影響の有無(※1)により、データベース構成変更の手順が異なります。 

(※1) 論理表定義の変更により TAM上の既存レコード項目のオフセット、及び TAM上のレコード長の 

 定義に変更が無い場合、TAM の定義変更は不要となり、既存データに影響はありません。 

 

(vii) 論理表追加／削除 

IMと DBそれぞれの定義を追加／削除をすることで、論理表の追加／削除を行います。 

 

(viii) 容量サイズ変更 

TAMの定義変更をすることで、容量サイズの変更を行います。 

容量サイズ変更では、TAM 物理表の容量、及び TAMインスタンスの容量を変更することができます。 

 

(2) 運用情報照会機能 

TAM再配置手順の中で必要となる運用情報を照会することができます。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ TAM再配置手順の中で運用情報を照会し、TAM再配置の進捗状況や処理対象の MAPIDを取得する。 

 

(3) 運用情報更新機能 

TAM 再配置手順の中で運用情報を更新します。運用情報を利用して、TAM 再配置の進捗状況、全データ削

除（TRUNCATE）の実行可否を管理します。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ TAM再配置手順の中で運用情報を更新する。 
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(4) ハッシュ値更新機能 

DB 上のユーザカレントデータ群とデータ変換・通信オプション制御情報群の各レコードが持つハッシュ

値を更新することができます。 

ハッシュ値更新機能では更新対象とするレコードを選択することができます。 

・ 全データ更新指定（既定値） 

DBの論理表に存在する全てのレコードを更新対象とする。 

・ メインキー指定 

DB アクセス制御機能のユーザデータ状態管理 API を利用してメインキー登録を行ったレコードのみ

を 

更新対象とする。 

メモリキャッシュ機能が動作している環境では、メモリキャッシュ機能が管理するハッシュ関数を使用し

て更新を行います。 

メモリキャッシュ機能が動作していない環境で使用する場合には、ハッシュ値更新コマンドがハッシュ関

数を使用できるようアプリケーション動的置換機能の設定（環境変数 DIOSA_LIBNAMEまたは環境定義 APLIB

節）を行い、コマンドパラメータでハッシュ関数名を指定する必要があります。 

コマンドパラメータで MAPを指定しなかった場合、全ての論理表を処理対象とします。 

コマンドパラメータで MAPを指定した場合は、指定した MAPに属する論理表を処理対象とします。処理対

象となった論理表は全レコードのハッシュ値が更新されます。これは、DB 上では MAP の概念はなく、論理

表内の一部のレコードのみを更新した場合に不整合が発生するためです。 

 

(注意) 

DB 上の表がハッシュ値をキーとしてパーティション分割されており、かつパーティション行の移動が使

用禁止（ROW_MOVEMENTパラメータが DISABLED）されている場合、コマンド実行前に使用可能（ENABLED）に

変更し、コマンド実行後に使用禁止に戻す必要があります。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ TAM 再配置手順の中でハッシュ関数を置換した場合にメインキーとハッシュ値の対応が変わるため、

DBに保存されているハッシュ値を置換後のハッシュ関数で生成される値に更新する。 
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2.3.3 セーブロード機能 

セーブロード機能は、DBのデータから IMのデータを復旧するためのロード機能を提供します。また、オンライ

ン中に IMのデータから DBのデータを復旧するセーブ機能も提供します。 

 

(1) TAMセーブ機能 

MAP 単位に実行し、IM のレコードを読み込み DB へセーブすることができます。セーブ対象のデータは、

ユーザカレントデータ群とデータ変換・通信オプション制御情報群です。DB アクセス制御機能の環境定義

（DACENV節）でレプリケーションを行わないと定義した表についても、DBに表があれば処理を行います。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ オンライン中 DBリカバリ手順の中で DB障害発生時に更新ログがオーバーフローした場合、及び DBの

データが復旧できなかった場合、オンライン中に IMのデータを読み込み、DBのデータを復旧する。 

 

(注意) 

IM上にレコードがなく、DB上のみにレコードが存在する場合でも、TAMセーブ機能が DBからレコードを

削除することはありません。そのため、IM 上でのレコード削除の更新ログが失われた場合、IM で削除され

たレコードが DBに残ることがあります。 

 

(2) TAMロード機能 

MAP 単位に実行し、DB から IM へ必要なデータをロードすることができます。業務処理との排他を意識せ

ずにデータをロードするため、オフライン中のみ実行できます。ロード対象のデータは、ユーザカレントデ

ータ群とデータ変換・通信オプション制御情報群です。 

DB アクセス制御機能の環境定義（DACENV 節）でレプリケーションを行わないと定義した表についても、

DBに表があれば処理を行います。 

TAMロード機能ではロード対象とするレコードを選択することができます。 

・ 全データロード指定（既定値） 

DBの論理表に存在する全てのレコードをロード対象とする。 

・ メインキー指定 

DBアクセス制御機能のユーザデータ状態管理 APIを利用してメインキー登録を行ったレコードのみをロ

ード対象とする。 

 

また、処理に時間のかかる表のみを多重化して処理することで、コマンド全体の処理時間を短縮すること

ができます。 

(注意) 

多重化できる論理表には制約があります。詳細はコマンドリファレンスを参照してください。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ DIOSA/XTP起動時、DB上のデータから IMへデータを反映する。 

・ TAM再配置実行時、DB上のデータから IMへデータを反映する。 
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(3) ファイル出力 TAMセーブ機能 

MAP単位に実行し、IMのデータを読み込み IM出力ファイルへセーブすることができます。 

IM出力ファイルは、コマンドオプションで指定したディレクトリに出力されます。 

出力される IM出力ファイル名の形式を以下に示します。 

 

＜IM出力ファイル名形式＞ 

 

 

(説明) 

・論理システム名：アプリケーション実行制御の環境定義 DIOSAMAP節に定義した論理システム名を 

付加する。（最大 16バイト） 

・論理表名：メモリキャッシュ機能の環境定義 IMTABLECONF節に定義した論理表名を付加する。 

 （最大 255バイト） 

・MAPID：メモリキャッシュ機能の環境定義 IMTABLECONF節に定義した MAPIDを 10桁固定で付加する。 

（10バイト固定） 

 

 (注意) 

論理表名の最大は 256 バイトまで可能ですが、IM 出力ファイル名がファイルシステムの最大ファイル名

長を越えないように論理表名を定義する必要があります。最大ファイル名長を超えた場合、コマンドは異常

終了します。 

 

TAMセーブ機能とは以下の点で異なります。 

・ 出力先は IM出力ファイルとする。 

・ セーブ対象のデータは、ユーザカレントデータ群とし、データ変換・通信オプション制御情報群は対

象外とする。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ データベース構成が IMのみのシステムにおいての TAM 再配置実行時、構成変更前に IMデータのバッ

クアップを IM出力ファイルに出力する。 

 

(4) ファイル入力 TAMロード機能 

MAP単位に実行し、IM出力ファイルから IMへ必要なデータをロードすることができます。 

TAMロード機能とは以下の点で異なります。 

・ 入力元は IM出力ファイルとする。 

・ ロード対象のデータは、ユーザカレントデータ群とし、データ変換・通信オプション制御情報群は対

象外とする。 

・ 利用者が作成する出口関数を使用することで、データベース構成変更を可能とする。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ データベース構成が IMのみのシステムにおいての TAM 再配置実行時、構成変更後に IM出力ファイル

から IMへデータを反映する。 

 
diatc_<論理システム名>_slu_<論理表名>_<MAPID>.dat 
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(5) 実行状況照会機能 

TAM 再配置機能、セーブロード機能の以下のコマンドの進捗状況、実行状況を照会することができます。 

・ TAM再配置機能 ハッシュ値更新コマンド 

・ セーブロード機能 TAM セーブコマンド 

                   TAM ロードコマンド 

                   ファイル出力 TAMセーブコマンド 

                   ファイル入力 TAMロードコマンド 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ 各コマンド実行（各機能の想定される使用ケース参照）後、実行状況を確認する。 

 

(6) 実行状況確認機能 

TAM再配置機能、セーブロード機能のコマンドがアボートした場合に、登録された進捗状況、実行状況を

削除するため、実行状況が「実行中」のプロセスが生存するか確認し、プロセスが存在しない場合は進捗状

況、実行状況を削除することができます。対象となるコマンドは実行状況照会機能と同じです。 

また、プロセスが存在している場合は、実行中のプロセスが存在する戻り値を返却します。 

 

想定される使用ケースは下記の通りです。 

・ TAM再配置機能、セーブロード機能のコマンドがアボートした場合に使用する。 
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第3章 アプリケーション開発 

3.1 セーブロードプログラミング 

3.1.1 構成変更情報取得出口 

DB を使用しない環境での TAM再配置に対応するため、構成変更情報取得出口が提供されています。構成変更情

報取得出口はファイル入力 TAM ロードコマンドから呼び出され、セーブしたデータに対応するハッシュ値、及び

ロードするデータの編集を利用者が行うための利用者出口です。 

 

(1) 使用方法 

１．構成変更情報取得出口を含むライブラリを作成します。 

２．作成したライブラリを実行権限のあるパスに設置します。 

３．AP 動的置換機能の環境変数 AP動的置換ライブラリ定義(DIOSA_LIBNAME、DIOSA_LIBNAME_NODR)、ま

たは環境定義 APLIB節に、設置したライブラリの定義を追加します。 

 

(2) 呼出契機 

ファイル入力 TAMロードコマンドでコマンドパラメータに出口関数名を指定した場合、レコードの読込み

ごとに呼び出されます。 

 

(3) プログラムインタフェース 

ファイル入力 TAMロードコマンドから呼び出され、引数として読込みを行うレコードを含む構成変更情報

構造体を与えます。利用者は読込みを行うレコードからハッシュ値の計算とレコードの編集を行い、結果を

返却します。 

 

(4) プログラム作成方法 

１．ロード先の論理表名ごとにメインキーの位置を特定し、diosagethash()によりハッシュ値を計算しま

す。 

２．ロード先の論理表名で指定された論理表のレコード項目に変更がある場合、ロードするユーザデータ

レコードを変更後のレコード定義に従って変更し、結果を変更後のユーザデータレコード格納領域に

格納します。変更した場合にはユーザデータレコードの変更フラグに DIOSA_ON を設定し、ロードす

るユーザデータレコードサイズには変更後のユーザデータレコード長を設定します。 

int プログラム名(t_diatc_fltamdata *) 

 

○t_diatc_fltamdata構造体 

char   *LTableName 論理表名(入力型) 

char   *UserData  ユーザデータレコード(入力型) 

size_t   UserDataSize ユーザデータレコードサイズ(入出力型) 

    ModFlgが DIOSA_ONの場合は変更後のレコード長 

unsigned int  HashValue  ユーザデータレコードのハッシュ値(出力型) 

int  ModFlg  ユーザデータレコードの変更フラグ(出力型) 

char  *ModBuff  変更後のユーザデータレコード格納領域(出力型) 

    ModFlgが DIOSA_ONの場合のみ有効 

size_t  ModBuffSize ユーザデータレコード格納領域の領域長(入出力型) 
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(5) 注意事項 

・ 変更後のユーザデータレコード格納領域は利用者側で用意する必要があります。使用するメモリ

は領域種別に一括解放対象外スレッド内メモリを指定した diosamalloc()で確保します。 

・ 変更後のユーザデータレコード格納領域の解放は呼び出し元で行います。 

・ マルチスレッドのためスレッドセーフに作成する必要があります。 

 

(6) コーディング例 

以下に、論理表のレコード定義を変更（TABLE01に項目の追加）する場合の構成変更情報取得出口のコー

ディング例を記載します。 

【注意】 

ユーザデータレコードの先頭にはデータ変換・通信オプション用の制御情報 40バイトが含まれます。構

成変更情報取得出口を作成する際には上記の領域を意識して作成する必要があります。 
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int USER_EXIT ( t_diatc_fltamdata *FlTamData ) 

{ 

    int            Ret = DIOSA_DONE;  /* 関数戻り値 */ 

 

    if( 0 != strcmp( "TABLE01", FlTamData->LTableName ) ) { 

        /* 論理表:TABLE01以外の場合 */ 

        /* ハッシュ値計算 */ 

        Ret = diosagethash( FlTamData->UserData, &(FlTamData->HashValue) ); 

        if ( DIOSA_DONE != Ret ) { 

            /* エラー処理 */ 

        } 

    } else { 

        /* 論理表:TABLE01の場合*/ 

        /* ハッシュ値計算 */ 

        Ret = diosagethash( FlTamData->UserData, &(FlTamData->HashValue) ); 

        if ( DIOSA_DONE != Ret ) { 

            /* エラー処理 */ 

        } 

        FlTamData->ModFlg = DIOSA_ON;  /* ユーザデータレコードの変更フラグに DIOSA_ONを設定 */ 

        if ( NULL == FlTamData->ModBuff ) { 

            /* 領域確保 */ 

            FlTamData->ModBuffSize = FlTamData->UserDataSize + 5; 

            Ret = diosamalloc( "FLTAMLOAD", NULL, DIOSA_THRNOALL, (int)FlTamData->ModBuffSize,  

                               (void**)&(FlTamData->ModBuff) ); 

            if ( DIOSA_DONE != Ret ) { 

                /* エラー処理 */ 

            } 

        } else if( FlTamData->ModBuffSize < FlTamData->UserDataSize + 5 ) { 

            FlTamData->ModBuffSize = FlTamData->UserDataSize + 5; 

            /* 領域拡張 */ 

            Ret = diosarealloc( "FLTAMLOAD", NULL, DIOSA_THRNOALL, (int)FlTamData->ModBuffSize,  

                               (void**)&(FlTamData->ModBuff) ); 

            if ( DIOSA_DONE != Ret ) { 

                /* エラー処理 */ 

            } 

        } 

        /* 領域初期化 */ 

        memset( FlTamData->ModBuff, 0, FlTamData->ModBuffSize ); 

        /* 変更後のユーザデータレコードを編集 */ 

        memcpy( &( FlTamData->ModBuff[ 0] ), &( FlTamData->UserData[ 0] ), 40 ); 

        memcpy( &( FlTamData->ModBuff[40] ), "     ", 5 ); 

        memcpy( &( FlTamData->ModBuff[45] ), &( FlTamData->UserData[40] ),  

                FlTamData->UserDataSize - 40 ); 

    } 

    return DIOSA_DONE; 

} 

領域長には、ユーザデータレコ

ードサイズに追加項目長(例で

は 5バイト)を加算する 

ユーザデータレコードの先頭

32 バイトにメインキーが格納

されている 

追加項目(5 バイト)に空白を設

定する 
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3.2 ユーザアプリケーションプログラム 

本章では、ユーザアプリケーションの開発方法について説明します。 

3.2.1 プログラムの構造 

ユーザアプリケーションを作るためには、必要な初期化処理や終了処理を適切な順番に従って実行する必要が

あります。シングルスレッド構造の場合とマルチスレッド構造の場合について、それぞれのプログラム構成を説

明します。 

 

(1) シングルスレッド構造 

データ変換・通信オプションのＣインターフェースを使ったユーザアプリケーションを作るためには、

DIOSA/XTPとデータ変換・通信オプションの初期化処理や終了処理を必要とします。 

シングルスレッド構造のプログラムでは、以下の順番で各初期化処理、終了処理を行います。 

なお、例外発生等でトランザクション終了をおこなわずにプロセスを終了する場合、プロセス終了処理も

おこなわないようにしてください。(利用者のプロセス終了処理は除きます) 

 

  ①プロセス初期化 

    int diosaprcinit(NULL) 

    int diosatrninit(NULL) 

    利用者のプロセス初期化処理 

    int diosatrnterm(NULL) 

  ②トランザクション初期化 

    int diosatrninit(NULL) 

    int diatctrninit(void) 

    利用者のトランザクション初期化処理 

  ③ユーザプログラム処理 

    データ変換・通信オプションの提供ＡＰＩを使った利用者処理（3.3節参照） 

  ④トランザクション終了 

    利用者のトランザクション終了処理 

    int diatctrnterm(void) 

    int diosatrnterm(NULL) 

  ⑤プロセス終了処理 

    int diosatrninit(NULL) 

    利用者のプロセス終了処理 

    int diosatrnterm(NULL) 

    int diosaprcterm(NULL) 

※トランザクション初期化～トランザクション終了（上記の②～④）の一連の処理はループ可能ですが、

プロセス終了後、再度プロセス初期化処理を呼び出して処理を継続することはできません。 

 

(2) マルチスレッド構造 

シングルスレッド構造のプログラムと同様に、データ変換・通信オプションのＣインターフェースを使っ
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たユーザアプリケーションを作るためには、DIOSA/XTPとデータ変換・通信オプションの初期化処理や終了

処理を必要とします。 

マルチスレッド構造のプログラムについて、メインスレッドとメインスレッド以外のスレッドのプログラ

ム構成を説明します。 

 

メインスレッド（プロセス初期化を行うスレッド） 

シングルスレッド構造と同様です。シングルスレッド構造の説明をご参照ください。 

なお、子スレッドを生成する場合は、ユーザプログラム処理（トランザクション初期化とトランザクシ

ョン終了の間）のタイミングで生成してください。 

 

メインスレッド以外のスレッド 

以下の順番で各初期化処理、終了処理を行います。なお、子スレッドを生成する場合は、メインスレッ

ドと同様に、ユーザプログラム処理のタイミングで生成してください。 

  ①スレッド初期化 

    int diosathrinit(NULL) 

    int diosatrninit(NULL) 

    int diatcthrinit(int ImOpenMode ) 

    利用者のスレッド初期化処理 

    int diosatrnterm(NULL) 

  ②トランザクション初期化 

    int diosatrninit(NULL) 

    int diatctrninit(void) 

    利用者のトランザクション初期化処理 

  ③ユーザプログラム処理 

    データ変換・通信オプションの提供ＡＰＩを使った利用者処理（3.3節参照） 

  ④トランザクション終了 

    利用者のトランザクション終了処理 

    int diatctrnterm(void) 

    int diosatrnterm(NULL) 

  ⑤スレッド終了処理 

    int diosatrninit(NULL) 

    利用者のスレッド終了処理 

    int diatcthrterm(void) 

    int diosatrnterm(NULL) 

    int diosathrterm(NULL) 

※トランザクション初期化～トランザクション終了（上記の②～④）の一連の処理はループ可能ですが、

プロセス終了後、再度プロセス初期化処理を呼び出して処理を継続することはできません。 
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3.3 DB アクセスプログラミング 

本章では、データ変換・通信オプションの API を使って DB アクセスを行うアプリケーションの開発方法について

説明します。 

 

(1) 共通事項 

全てのデータアクセスの種類に共通する事項を説明します。 

（a） データベースアクセス情報構造体(t_diatc_dbaccinfo) 

DBアクセス APIを利用したデータアクセスに必要な情報を設定するための構造体です。主にアクセス対

象のメインキーまたは MAPIDを指定します。詳細は API リファレンスを参照してください。なお、MAPIDは

DIOSA/XTP メモリキャッシュの APIを利用して取得します。 

 

（b） レコード情報構造体(t_diatc_recinfo) 

DBアクセス APIとアプリケーションの間でレコード情報を受け渡しするための構造体です。主にレコー

ドの先頭ポインタとレコードのサイズを格納します。詳細は API リファレンスを参照してください。なお、

レコード情報構造体は DIOSA/XTP メモリキャッシュの t_diosa_recinfo構造体と同じ構造です。 

 

（c） テーブル ID 

DBアクセス APIでは、アクセス対象のテーブルをテーブル IDで指定します。diatcdbgettblid関数でテ

ーブル名からテーブル ID を取得します。diatcdbgettblid 関数で取得したテーブル ID は同一トランザク

ション内で有効なので、同一トランザクション内では DB アクセス API を呼び出す度にテーブル ID を取得

しなおす必要はありません。 

 

（d） データ変換・通信オプションの制御用領域 

DB アクセス API でアクセスするテーブルは、レコードの先頭 40 バイトがデータ変換・通信オプション

の制御用領域となっています。そのため、ユーザデータはレコードの先頭から 41バイト目以降に配置しな

ければなりません。 

また、レコード情報構造体(t_diatc_recinfo)で指定するレコードのサイズ(RecordSize)にはユーザデー

タのサイズに制御用領域のサイズ(40 バイト)を加えた値を指定します。なお、制御用領域のサイズは、ヘ

ッダーdiatc.hで DIATC_RECORD_HEADER_SIZE という名前で定義されています。 

 

（e） レコードのバイトオーダについて 

DB アクセス API を利用する場合、レコード作成、および参照はホストバイトオーダで行ってください。 

IM や DIOSA/XTP メモリキャッシュの仕様では、レコードイメージ中のキー値はネットワークバイトオ

ーダで作成する必要がありますが、DB アクセス APIが必要に応じて変換を行います。 

 

（f） 更新系処理について 

DBアクセス APIを利用して更新系処理を行う場合、事前に diosatxstart 関数を DIOSA_DB_DAC指定で呼

び出す必要があります。 
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(2) レコード読込（１レコード） 

プライマリキーの完全一致検索を行うプログラムの処理手順を説明します。 

１．テーブル IDを取得する 

diatcdbgettblid関数を呼び出してテーブル名からテーブル IDを取得します。 

 

２．検索条件構造体を生成する 

diatcdbcondsetkey 関数を呼び出して検索条件構造体を構築します。この関数のパラメータに検索キーの値と

長さを指定します。 

 

３．データベースアクセス情報構造体を設定する 

t_diatc_dbaccinfo構造体の各メンバーの値を設定します。 

 

４．レコード読込関数を呼び出す 

diatcdbread1関数を呼び出してインメモリサーバにアクセスします。この関数のパラメータに上記のデータベ

ースアクセス情報構造体、テーブル ID、検索条件構造体を指定します。また、レコード情報構造体、レコード格

納用バッファのポインタ、バッファの大きさ、排他種類を指定します。 

 

５．検索結果を取得する 

レコード情報構造体に格納された情報によって、検索結果のレコードにアクセスします。 

 

注意 

 排他ありでレコードを読み込む場合、データベースアクセス情報構造体に指定するメインキーは、読込対象

のレコードを追加した時に指定したメインキーと同じものを指定しなければなりません。 

 

(3) レコード読込（複数レコード） 

プライマリキーやセカンダリキーの検索を行うプログラムの処理手順を説明します。 

１．テーブル IDを取得する 

diatcdbgettblid関数を呼び出してテーブル名からテーブル IDを取得します。 

 

２．検索条件構造体を生成する 

下記のように、検索の種類に対応した検索条件設定関数を呼び出して検索条件構造体を生成します。 

＜完全一致の場合＞ 

diatcdbcondsetkey関数を呼び出します。diatcdbcondsetkey関数のパラメータには、環境定義上のキーの長さ

と同じ長さの検索キーを指定します。 

＜前方一致の場合＞ 

diatcdbcondsetkey関数を呼び出します。diatcdbcondsetkey関数のパラメータには、環境定義上のキーの長さ

よりも短い長さの検索キーを指定します。 

＜範囲指定の場合＞ 

diatcdbcondsetrange関数を呼び出します。 

＜全件検索の場合＞ 
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検索条件構造体の構築は不要です。その代わりに下記の diatcdbctxopen 関数のパラメータ IndexName と Cond

に NULLを指定します。 

 

３．データベースアクセス情報構造体を設定する 

t_diatc_dbaccinfo構造体の各メンバーの値を設定します。 

 

４．検索コンテキストを生成する 

diatcdbctxopen関数を呼び出して検索コンテキストを生成します。この関数のパラメータに上記のデータベー

スアクセス情報構造体、テーブル ID、検索条件構造体を指定します。diatcdbctxopen関数が正常終了すると、パ

ラメータ CtxId に検索コンテキストの識別子が設定されます。CtxId は後続の関数で指定するので検索終了まで

保持してください。 

 

５．レコード読込関数を呼び出す。 

diatcdbread 関数を呼び出してインメモリサーバにアクセスします。この関数のパラメータに上記のデータベ

ースアクセス情報構造体、検索コンテキストの識別子を指定します。また、レコード情報構造体、取得するレコ

ード数、レコード格納用バッファのポインタ、バッファの大きさを指定します。 

複数レコードを取得する時はレコード情報構造体を配列にして、配列の要素数をパラメータ RecInfoNumに指定

します。 

diatcdbread関数の戻り値が DIOSA_NOENT(20)の場合は検索終了なので下記の７に移ります。 

 

６．検索結果を取得する。 

diatcdbread関数の呼び出し後、実際に取得したレコード数がパラメータ FetchedNumに格納されています。レ

コード情報構造体に格納された情報によって、検索結果のレコードにアクセスします。 

検索が終了するまで５と６を繰り返します。 

 

７．検索コンテキストを破棄する 

diatcdbctxclose 関数を呼び出して検索コンテキストを破棄します。この関数のパラメータに検索コンテキス

トの識別子を指定します。 

 

(4) レコード追加 

レコードを一件追加するプログラムの処理手順を説明します。 

１．テーブル IDを取得する 

diatcdbgettblid関数を呼び出してテーブル名からテーブル IDを取得します。 

 

２．データベースアクセス情報構造体を設定する 

t_diatc_dbaccinfo構造体の各メンバーの値を設定します。 

 

３．レコード情報構造体を設定する 

追加したいレコードイメージの先頭ポインタとレコードの長さを t_diatc_recinfo構造体に設定します。 
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４．レコード追加関数を呼び出す 

diatcdbwrite関数を呼び出してインメモリサーバにアクセスします。この関数のパラメータに上記のデータベ

ースアクセス情報構造体、テーブル ID、レコード情報構造体を指定します。 

 

注意 

 一つの論理表内でプラリマリキーは一意である必要があります。これを守らないと、同じプライマリキーの

レコードがアクセス先の MAPとは別の MAPに存在しても IMに追加できてしまうので diatcdbwrite関数は正

常終了します。しかし、IM-DB データ同期が失敗するので注意が必要です。 

 環境定義 DACENV節において属性が CHARのプライマリキー項目には空文字列を格納できません。これを守ら

ないと、diatcdbwrite 関数は正常終了して IM にレコードが追加されますが、IM-DB データ同期が失敗する

ので注意が必要です。 

 

(5) レコード更新／削除 

レコードを更新または削除するプログラムの処理手順を説明します。 

 

１．対象のレコードを排他ありで読み込む 

上記(2)の手順でレコードを読み込みます。この時、排他ありで読み込むために diatcdbread1 関数のパラメー

タ Lockには DIOSA_LOCK_WAITまたは DIOSA_LOCK_NOWAITを指定します。 

 

２．データベースアクセス情報構造体を設定する 

t_diatc_dbaccinfo構造体の各メンバーの値を設定します。 

 

３．レコード更新関数またはレコード削除関数を呼び出す 

diatcdbrewrite関数または diatcdbdelete関数を呼び出してインメモリサーバにアクセスします。この関数の

パラメータに上記のデータベースアクセス情報構造体、テーブル ID、レコード情報構造体を指定します。上記１

の中で取得したレコード情報構造体をそのまま利用すると DIOSA/XTP メモリキャッシュの処理性能面で有利なの

で強く推奨します。 

 

注意 

 データベースアクセス情報構造体に指定するメインキーは、更新または削除対象のレコードを追加した時に

指定したメインキーと同じものを指定しなければなりません。 

 

(6) レコード全件削除 

テーブルのレコードを全件削除するプログラムの処理手順を説明します。 

 

１．トランザクション開始関数を呼び出す 

レコード全件削除関数は、同一トランザクションで他の更新系関数との併用ができません。 

 

２．テーブル IDを取得する 

diatcdbgettblid関数を呼び出してテーブル名からテーブル IDを取得します。 
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３．データベースアクセス情報構造体を設定する 

t_diatc_dbaccinfo構造体の各メンバーの値を設定します。 

 

４．レコード全件削除関数を呼び出す 

diatcdbtruncate 関数を呼び出してインメモリサーバにアクセスします。この関数のパラメータに上記のデー

タベースアクセス情報構造体とアクセス対象のテーブル IDを指定します。 

 

５．コミット関数を呼び出す 

diatcdbtruncate関数が成功したら、diosacommit関数を呼び出してコミットします。次の項のコミット／ロー

ルバックの説明も合わせて参照してください。 

 

一度に複数のテーブルや複数の MAP に対してレコード全件削除を行うプログラムは、上記のレコード全件削除

関数を複数回呼び出してください。その際、同じ MAP の複数のテーブルをそれぞれ全件削除したい場合は、上記

２～４をテーブル数分繰り返し実行します。また、複数の MAPに対して全件削除を行う場合は、上記１～５を MAP

数分繰り返し実行します。 

 

(7) コミット／ロールバック 

diosatxstart 関数の呼び出し後におこなった上記(4)や(5)によるレコード追加／更新／削除要求を

diosacommit関数でコミットします。また、diosarollback関数でロールバックします。 

また、上記(6)によるレコード全件削除関数の実行後も diosacommit関数を呼び出します。 

 

注意 

 CO制御上で動作するアプリケーションはコミットやロールバックを行う必要はありません。これは、トラン

ザクションのコミットやロールバックは CO制御が行うためです。 

 CO 制御上で動作するアプリケーションが実行中に明示的にコミットやロールバックを行う場合は、

diosacommit関数や diosarollback関数を呼び出します。 
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3.4 アプリケーションの生成 

3.4.1 ユーザアプリケーション 

(1) コンパイル 

プログラムをコンパイルするために、オプションとして以下を指定します。 

オプション 説明 

-pthread 
POSIXスレッドが使用可能となるように指定しま

す。 

-I /opt/diosa_xtp/include 
DIOSA/XTPインクルードファイル格納位置を指定

します。 

 

以下にコンパイル実行例を記載します。 

# gcc -c –pthread -I /opt/diosa_xtp/include sample.c 

 

(2) 実行ファイルの生成 

実行ファイルを生成するために、オプションとして以下を指定します。 

オプション 説明 

-L /opt/diosa_xtp/lib 
DIOSA/XTP ライブラリファイル格納位置を指定し

ます。 

-L Oracleインストールディレクトリ/lib 
ORACLE ライブラリファイル格納位置を指定しま

す。(※１) 

-L PostgreSQLインストールディレクトリ/lib 
PostgreSQLライブラリファイル格納位置を指定し

ます。(※１) 

-L /usr/OLTP/lib 
TPBASE ライブラリファイル格納位置を指定しま

す。 

-L zlibインストールディレクトリ/lib 
zlib ライブラリファイル格納位置を指定します。

(※１) 

-ldiatc -ldxtp 
DIOSA/XTP の APIが使用できるようにライブラリ

(libdxtp.so)を指定します。 

-lpthread POSIX スレッドのライブラリを指定します。 

※１ 開発マシンの環境に合わせてパスを指定してください。 

 

以下にリンク実行例を示します。 

※紙面の都合により 2行で記載しています。 

# gcc -o sample  sample.o  -L /opt/diosa_xtp/lib -L $(DIR_ORACLE)/lib 

     -L $(DIR_POSTGRESQL)/lib -L $(DIR_TPBASE)/lib -L $(DIR_ZLIB)/lib -ldiatc –ldxtp -lpthread  
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3.4.2 TPBASE 上で動作するプログラムの生成 

TPBASE上で動作する各種ライブラリの作成方法を例示します。 

(1) コンパイル 

プログラムをコンパイルするために、オプションとして以下を指定します。 

オプション 説明 

-pthread 
POSIXスレッドが使用可能となるように指定しま

す。 

-fPIC 
ライブラリファイルを作成するために指定しま

す。 

-I /usr/OLTP/include 
TPBASE インクルードファイル格納位置を指定し

ます。 

-I /opt/diosa_xtp/include 
DIOSA/XTPインクルードファイル格納位置を指定

します。 

※１ 開発マシンの環境に合わせてパスを指定してください。 

 

以下にコンパイル実行例を記載します。 

# gcc -c -pthread –fPIC -I$(DIR_TPBASE)/include -I /opt/diosa_xtp/include sample.c 

 

(2) 実行ファイルの生成 

共有ライブラリを生成するために、オプションとして以下を指定します。 

オプション 説明 

-L /opt/diosa_xtp/lib 
DIOSA/XTP ライブラリファイル格納位置を指定し

ます。 

-L Oracleインストールディレクトリ/lib 
ORACLE ライブラリファイル格納位置を指定しま

す。(※１) 

-L PostgreSQLインストールディレクトリ/lib 
PostgreSQLライブラリファイル格納位置を指定し

ます。(※１) 

-L /usr/OLTP/lib 
TPBASE ライブラリファイル格納位置を指定しま

す。 

-L zlibインストールディレクトリ/lib 
zlib ライブラリファイル格納位置を指定します。

(※１) 

-ldiatc -ldxtp 
DIOSA/XTP の APIが使用できるようにライブラリ

(libdxtp.so)を指定します。 

-lpthread POSIX スレッドのライブラリを指定します。 

※１ 開発マシンの環境に合わせてパスを指定してください。 

     対象プロダクトをインストールしていない場合は、指定不要です。 

 

以下にリンク実行例を示します。 

※紙面の都合により 2行で記載しています。 

# gcc -shared -o libsample.so sample.o  -L /opt/diosa_xtp/lib -L $(DIR_ORACLE)/lib 

     -L $(DIR_POSTGRESQL)/lib -L $(DIR_TPBASE)/lib -L $(DIR_ZLIB)/lib -ldiatc –ldxtp -lpthread 
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